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John Keats（１７９５－１８２１）の秀れた作品として世に残されているのは詩であ
るが、彼の生涯にわたる強い願望は演劇を書くことであった。詩作を通じて、
詩とはいかなるものかと考えながら、それは常に人間とは、人生とはどのよ
うなものか、どのように受け入れるかを考えていたので、人間を最も有効に
表現するのが演劇であると思ったからである。John Taylor宛の手紙で “the
writing of a few fine Plays―my greatest ambition” １ と書いているのは彼
の願いを最もよく表わすものであった。実際に彼が残した劇作は友人のCharles
Brownとの合作 Otho the Great（１８１９）とその直後に執筆を始めたが断片に
終わっている King Stephen: A Dramatic Fragment（１８１９）の２作だけであ
る。もっと長生きしていたら、おそらく詩作以上に多くの劇を書いただろう
と思われる。本稿では第１作であるOthoを取り上げて、Keatsの演劇に対す
る関心はどのように始まったか、その製作の動機が何であったか、Brown
との合作がどのように進んだか、合作ゆえの欠点はどこにあるかを考察して、
劇作家としてのKeatsを浮き彫りにすることを目標とする。
Keatsの演劇に対する関心はかなり早くから芽生えた。まず彼は常に変わら
ぬ熱心なShakespeareの愛読者で、彼ほどの “attentive, perceptive and crea-
tive reader” はいないと言われるほどである。２ それに加え１８１７－１８年には
Hazlittの演劇の講演に出かけたり、３ 彼のThe Characters of Shakespeare’s
Playsなども読んでいたようである。４ また彼は劇場通いもよくして、舞台も
見ていたようである。１８１７－１８年のシーズンには特に熱心に出かけたようだ。５
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彼と一緒に劇場通いをする友人も何人かいた。ひとりはChampion誌の批評家
のJohn Reynoldsで、彼はKeatsの出版した Poems（１８１７）にも好意的な批評
を寄せた人で、Keatsを当時の劇場に親しませた人である。この結果Keats
はChampion誌に３篇の劇評を寄せている― “On Edmund Kean”（１８１７）と
Retributionの批評、Harlequin’s Vision（パントマイム）の批評である。その
上、Reynolds自身がOne, Two, Three, Four, Five: By Advertisement（１８１９）
という笑劇を出している。Keatsはこの笑劇は見ていないが、成功作だと手紙
の中で述べている（Letters２.１９０）。明らかにReynoldsはKeatsの大切な演劇
友達で、彼の墓石には “The friend of Keats”（Letters１.８６）と書かれている。
もうひとりKeatsの舞台への興味を喚起した友人はCharles Wentworth
Dilkeで、彼はOld English Plays（１８１４－１５）の全集を出版し、Champion
誌の評論家でもあり、何度かKeatsと一緒に劇場へ出かけている（Beaudry
１０５）。これらを通してみると、彼自身のShakespeareの読書、交友関係などか
なり恵まれた劇場環境にあったと言える。
このように演劇と深い関わりをもった１８１７年から１８１８年にかけての冬は、
まだEndymionを執筆していた頃であったが、彼に熱心な劇作の思いを芽生え
させた時期であった。出版社のTaylor宛に “my first Step towards the chief
Attempt in the Drama―the playing of different Natures with Joy and Sor-
row”（Letters １.２１８－１９）と書き送っている。詩作に没頭しながら人間の喜び
や悲しみの様々な異なった様相を描こうと思ったのは、彼が舞台で見て感激
したことによるものであった。
この頃の劇場通いは当然当世随一のShakespeare名優Edmund Keanに関心
を向けることになった。はじめてKeanを舞台で見たのは１８１７年１２月１５日に
KeanがRichard!に出演するため Drury Laneに戻ってきた時であった
（Beaudry１２５）。この上演をみて、数日後弟２人に宛てた手紙の中で（Letters
１.１９３）、この俳優のことからWestの絵画に言及してShakespeareへ話を進め
ている。これらのトピックからKeatsの詩論の中心となる美と真の同一性と芸
術の強烈性の概念に至り、それはShakespeareが多く備えている要素であると
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締めくくっている。この手紙はKeatsがKeanについて述べた最初の記述であ
り、実際に観劇した劇のことを伝えた初期のものである。明らかにKeanの舞
台がKeatsの詩論を喚起したと思われ、それがさらには劇作へと通じるもので
あった。Keatsの劇評の “On Edmund Kean”の中でその俳優を次のように賞
賛している。
Amid his numerous excellencies, the one which at this moment most
weighs upon us, is the elegance, gracefulness, and music of elocu-
tion. A melodious passage in poetry is full of pleasures both sensual
and spiritual. The spiritual is felt when the very letters and points
of charactered language show like the hieroglyphics of beauty;―the
mysterious signs of an immortal freemasonry!６
名優Keanへの心酔が１年半後に製作するOthoの主人公Ludolphを生み出した
とさえ言われている。この劇作の進行中もKeanの舞台は彼の演劇への野心へ
と導くものであった。Bailey宛の手紙の中でもはっきりとKeanと自分の創作
を同一視している。
One of my Ambitions is to make as great a revolution in modern dra-
matic writing as Kean has done in acting.（Letters ２.１３９）
舞台で得た名優からの感銘は彼に「革命を起こしたい」というほどの意気込
みを生じさせたが、これはロマン派の時代の演劇界の事情にも通ずるようだ。
Claude Lee Finneyはこの時代の特徴を次のように説明している。
The age in which Keats lived was…a great period of dramatic criticism,
the period in which Coleridge, Lamb, and Hazlitt established a new
school of Shakespeare criticism. It was, however, the poorest period
of playwriting in the whole course of English drama.７
KeatsはShakespeare批評の隆盛期であり、Shakespeare劇名優の時代であり
ながら、演劇創作の点では下火であったことを認識していたのである。
こうした友人や劇場との関わりなどの影響に加えて、KeatsがOthoを製作
するきっかけをつくったのは、きわめて現実的な理由――金銭の問題である。
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彼はこの頃非常に財政的な困窮状態にあり、劇作によって収益を得ようとし
たのである。彼の後見人のRichard Abbeyの欺瞞によって遺産を失った上、そ
れにもかかわらず不用意に人に金を貸したりしていた。そのひとりがHaydon
でKeatsから３０ポンド借り、返済することができなかった。これが原因で２人
の友情は終焉に至ったと言われる。８ Keatsの財政状態は１８１９年６月頃特に悪
い状態で、妹のFanny Keatsに次のような手紙を送っている。
Still I cannot affo[r]d to spend money by Coachire…I went yesterday
to ask Mr Abbey for some money…I have very good friends ready to
help me―and I am the more bound to be careful of the money they
lend me―I was prepa[r]ing to enqu[i]re for a Situation with an Apothe-
cary put [but] Mr Brown persuads me to try the press once more;
…having written this morning to several people to whom I have lent
money, requesting repayment…I shall be obliged to go out of town
on Saturday and shall have no money till tomorrow.（Letters２.１２１－２２）
馬車の代金をも心配しなければならない状態であったが、このKeatsの財政的
困窮を最も心配してくれているのはBrownで、しかもKeatsがこの困窮を切り
抜けるために医業に戻ることを考えても、やはり文学で生計を立てることを
勧めた友人である。Keatsは合計６年間医学の訓練を受けたが、詩作と医学の
道とどちらを選ぶかは何度も迷っている。９ 特に彼の詩が酷評されたりした時
や金銭の苦労をした時は、医学の方が生計を立てるのが容易だと思い、そち
らに傾いたりした。しかし、次第に彼の文学関係の友人との交流が深まり、
Brownの忠告も大きく働いて、文筆で生計を立てる方向に向いていった。上
のFannyへの手紙の２－３週間後により一層はっきりと文筆に専念する決意を
述べている。
I think I told you the purpose for which I retired to this place―to try
the fortune of my Pen once more, and indeed I have some confidence
in my success.（Letters ２.１２４）
「ペンによる生活」にある程度の自信ものぞかせながら、さらに進んで劇作の
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成功は金銭の恩恵に加えて、彼を苦しめた詩作に対する酷評をも修復してく
れるだろうという期待もあった（Letters ２.１８５－８６）。
こうしてKeatsを文筆による生活に導いたCharles Brownとの交友はどのよ
うにして始まり、どのようにしてOthoを合作するに至ったのだろうか。Brown
は彼より８歳年上で、弟Tomが１８１７年１２月に結核で死んだあと、Hampstead
で一緒に暮らしていた。Brown自身も兄のJamesと共同でやっていた事業をや
めて「文学の生活」（Letters １.６９）を始めようとしたところだった。彼のコ
ミック・オペラのNarensky: or, The Road to Yaroslafはすでに１８１４年にDrury
Laneで上演され、かなりの成功をおさめて３００ポンドの収益を得、その上
Drury Laneに終身入場できる資格を得ていた。１０ 従って彼は聴衆が異国情緒や
中世に憧れをもつことを知っていて、それによって劇場関係者の心をとらえ
るコツを知っていたと思われる。Narensky上演のあと間もなくHampstead
での隣人Charles Wentworth Dilkeを通してKeatsと知り合いになった。
はじめて１８１７年の夏にBrownはKeatsと会った時の様子を鮮やかに覚えてい
て、彼の外観を詳細に回顧している。
He was small in stature, well proportioned, compact in form, and,
though thin, rather muscular;―one of the many who prove that man-
liness is distinct from height and bulk. There is no magic equal to
that of an ingenuous countenance, and I never beheld any human be-
ing’ {s} son ingenuous as his.（KC２.５７）
目や唇の様子まで書き記し、すぐに親しくなったと述べている。
この出会いからOtho合作を開始するまでの２年ほどの間に２人は何度も体
験を共有する機会をもっている。２人の共有した大きな出来事は１８１８年６月
に弟のGeorge夫妻の渡米をLiverpoolに見送った後、７月にBrownとScotland
の徒歩旅行に出かけたことである。LiverpoolからLancasterへ馬車で向かい、
そこから実際に２人で歩き始めた。概ねEnglandの西海岸を北上して湖水地方
に達し、その付近の景勝地を歩き続け、Scotlandとの境界を越えて、細い入
江沿いに北東に進んでいる。この間、船でIrelandやStaffaを訪れ、Ben Nevis
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山に登頂してからInvernessに達したが、ここでKeatsの結核が悪化して喉の
痛みや発熱に襲われ、彼は旅を諦めてひとり船でLondonへ帰った。このため
当初４か月の旅を予定したが、６週間で終わっている。１１
この旅行中に “On Some Skulls in Beauly Abbey, Near Inverness”を合作
している。この作品についてSidney Colvinは２人がBeauly Abbeyを訪れて、
想像上の僧侶の頭蓋骨を見つめてBurns風の韻で作詩していると説明している。１２
詩作はBrownが主導し、全体１６スタンザのうち、Keatsは第１スタンザの初め
の１行半と第８、第１０スタンザを書いている。どういう事情でこのような分
担になったのか、全く偶発的なものなのかわからないが、Colvinも指摘する
ように（２９５）、作品としてはあまり出来栄えがよくない。他にOthoの直後に
Brownの忠告によりKing Stephen（１８１９）を書きはじめ、また彼と一緒にThe
Cap and Bells（１８１９）も製作している。１３
BrownとKeatsは手紙も２－３通一緒に書いている。ひとつはDilke夫妻宛
（Letters ２.３４）のもので、大部分Keatsの文章であるが、Brownが数行書き
加えている。またもう一通の手紙にもBrownが２－３語付加している（Letters
２.１３４）。おそらくDilkeはBrownの学校時代の友達であったため、共通の友人
だから、こうして書き加えたのであろう。手紙の合作の３例目としてBenjamin
Robert Haydon宛てにWinchesterから送った手紙（１８１９）にもBrownは別に
意味のない文章を２－３付記しているが（Letters２.２１９－２１）、多分２人が一緒
にWinchesterに滞在していることを示したかっただけだろう。
このように２人の共同の執筆はOtho製作の前後から度々見られ、きわめて
友好的な日常の習慣だったと思われる。Amy LowellはKeatsはBrownのこと
を “another brother”と呼び、 “excellent companion”と考えていたと指摘し
ている。１４ Andrew MotionはBrownはKeatsに対して父親役のようなものだっ
たと述べている。１５２人がHampsteadに同居し始めた頃には、すでにKeats
の健康状態は悪化のきざしが見えていたので、Brownの生き生きした健康は
彼に活力を与えたのであろう。
こうしたいくつかの文学上の共同作業を背景に２人が共同生活を始めて２
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年経った頃、収益を得ることを目的としてBrownは一緒にドラマを書こうと
提案し、Keatsが同意したのがOthoである。ここでもうひとつ共同執筆をス
タートさせるきっかけがある。それは、この頃Keatsは独自にBeaumont and
Fletcherを勉強していて、演劇を共作することがKeatsの心の中に潜んでいた
のだと思われる。WhiteはOthoはこのBeaumontとFletcherの伝統の上にある
と述べ（２０６）、友人のWoodhouseはBrownとKeatsの組み合わせを “this
Beaumont & Fletcher pair” と呼んで、その演劇の制作を次のようにたたえ
ている。
Who with combined powers, their Wit employ’d
To raise a trophy to the Drama’s Muses.（KC１.８６）
またもう一組同時代の詩人の共同作としてColeridgeとSoutheyのThe Fall of
Robespierre（１７９４）があるが、これもKeatsが合作にとりかかるきっかけに
なったと思われる。共同作ではないが、WordsworthのThe Borderers（１７９５
－９７）， ColeridgeのZapolya（１８１７）などもロマン派の演劇としてKeatsは知
っていたと思われる。
実際の共同製作の進行はかなりうまく行ったようだ。劇作のあらゆる段階
でKeatsは友人たちにその進み具合を知らせている。Keatsは劇の半ばまで書
き進んだ頃、Dilke宛の手紙で次のように述べている。
Brown and I are pretty well harnessed again to our dog－cart. I mean
the Tragedy which goes on sinkingly.（Letters ２.１３５）
この悲劇をイヌに引かせる車にたとえて、「引き具」という装備をユーモラス
に用いて、悲劇が苦労しながらも順調に進んでゆくことを述べている。第４
幕まで進んだ頃、Keatsが着実に喜んでやって行くことをBrownも満足して
Keatsは勤勉だと言っている（Letters２.１３５f）。結局２人はこの劇を１８１９年８
月２３日に完成している。
BrownはKeatsの伝記の中でその共同作業を回顧して次のような一節を残し
ている。
We passed much of this summer at Shanklin in the Isle of Wight, and
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at Winchester…We knew no one there. At Shanklin he undertook
a difficult task: I engaged to furnish him with the fable, characters,
and dramatic conduct of a tragedy, and he was to embody it into po-
etry. The progress of this work was curious; for, while I sat opposite
to him, he caught my description of each scene, entered into the char-
acters to be brought forward, the events, and every thing connected
with it. Thus he went on, scene after scene, never knowing nor in-
quiring into the scene which was to follow, until four acts were com-
pleted. It was then he required to know, at once, all the events which
were to occupy the fifth act. I explained them to him, but after a
patient hearing, and some thought, he insisted on it that my incidents
were too numerous, and, as he termed them, too melodramatic. He
wrote the fifth act in accordance with his own view; and so enchanted
was I with his poetry, that, at the time, and for a long time after, I
thought he was in the right.（ “Life of Keats,” KC２.６６）
この記述を見ると、BrownはKeatsの発想に同意していて、メロドラマチック
すぎるという批判的な感想も受け入れている。こうして欠点を認めながらも、
２人で劇作を楽しんだようだ。
Keatsの演劇への興味、Keanという秀れた俳優、文学関係の友人たち、金
銭問題、Brownとの友情に基づく合作――これらがOthoの製作へと導いた。
しかしながら、この演劇の評価は概して低いものである。最も極端な批評は
Lowellの言葉 “Otho, his[Keats’s] main pot－boiler, was a failure.”（２.２７７）
で、Francis JeffreyのMilnes宛の手紙にも同様の意見が述べられ、ひどくけ
なしている（KC２.２４９）。最近の批評ではMotionの評価 “the play as a whole
is a failure”（４２２）も同一線上のものである。この作品を傑作と讃えた批評家
は見当たらないが、印象に残る詩行や鮮やかなイメージも多いと評価した批
評家も何人かいる。その一例はFinneyで “a close correspondence between
plot, characterization, and language”（２.６５６）と指摘し、彼の秀れた創作
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能力を誉めている。G. Wilson Knightは欠点の中にも “the rich flavour” と
“magnificent Shakespearean promise”１６ を認めている。さらにSloteは金銭
のために書かれたというハンディキャップがあるが、Othoは相当の興味を引
く劇だとしている（１０８）。実際にこの劇が上演されたのはロンドンのSt Mar-
tin’s Theatreで１９５０年になってからであるが、その時のことをDorothy
Hewlettは「相当聴衆を魅了するものだった」と評している。１７ 以上のように
この作品はいくらかの長所はあるにしても、失敗作とされているが、Keats
の劇を書くという意欲の点で意義のある作品である。
Othoは一言で言えばゴシック・メロドラマである。Brownがあらすじを書
き、Keatsがそれを韻文にした。１８ MotionはBrownの書くあらすじはKeats
が学校時代に読んでいたWilliam Fordyce MaverのUniversal History, An-
cient and Modernをひとつの題材にしていることを指摘し、おそらくMaver
の本を心にとどめていたのだろうと推定している（４１９）。それに反してBeau-
dryはプロットに関して題材はないと言いきっている（１８９）。同様にBateもGit-
tingsも筋書きに関しては特にもとになる題材はないとしている。
Othoの場面は神聖ローマ帝国のOtho大帝の治世である。ハンガリー戦争が
終結したばかりの勝利が幕開けである。Conrad公爵は戦いから無事に帰還し
て、戦いを勝利に導いた手柄のためにOthoの怒りを買っていたのが好意に変
わり、今では皇帝の気に入りとなったことを述べる。一方Otho大帝は息子の
Ludolphがそれまで父に反抗していたが、戦いでアラブ人に変装して武勲を立
てたので、その手柄のために許すことにしてLudolphの帰りを待ちわびている。
その上、それまで皇帝の姪であるErminiaを妻にするように主張していたのを
ひるがえし、Auranthe（Conradの妹）との結婚も許すことにする。Conrad
がOthoの怒りを買ったのもLudolphの父への反逆に加担しようとしていたか
らである。またハンガリー王子Gersaも解放する。これらの不和が戦争の勝利
によってすべて解決されOthoは盛大な宴を催そうとしている。
この背景にいくつかの陰謀が隠されている。AurantheはOthoの気に入りの
騎士Albertと密通しているが、同時にErminiaを中傷して不義を働いていると
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言いふらしている。Aurantheは魅力的で野心的で悪魔的である。彼女の正体
を知らないLudolphをすぐさま虜にし、Othoにもよき娘を得たと思わせてし
まう。悪を秘めたAurantheとLudolphの愛と対照的なのが脇筋のGersaとEr-
miniaの純情な愛である。ハンガリー軍の野営で捕らわれの身となっているEr-
miniaは今や帰還したGersaに幾多のいわれのない中傷に苦しんでいることを
告げ、Gersaは彼女の無垢を信じる。
クライマックスの第３幕は結婚の宴の場面で、宴のさなかに修道院長Ethel-
bertがErminiaを伴って登場し、彼女の無垢を知らせ、ConradとAuranthe
のはかりごとによるものであることを明言するが、Ludolphはまだ修道院長の
言葉を理解せず、Aurantheを信じている。Albertの悪漢ぶりは一段と明らか
になり、自分はAurantheという淫らな女の虜になり、それは皇帝を欺くこと
になると知りながら、まだたとえ自分の名誉をなくそうともOthoに勝利する
と息巻く。OthoはAlbertの悪意を見抜けず「一旦口にした言葉は貨幣のよう
に通用する男」（３幕２場）と信じている。しかしながら次第にConradとAu-
rantheはAlbertの悪に気付くが、Aurantheはここに至ってもまだ「王笏がほ
しい」と野心をあらわにして、Albertを助けたいと願う。しかしすぐにAlbert
はAurantheがErminiaを中傷したことを明らかにし、彼女を救うために２頭
の馬を森の端で待たせてあるという。Albertの残酷さを知りながらもAuran-
theは彼に従い逃亡する。この逃亡により彼女の罪が明らかになりLudolph
もやっと妻の密通を知る。Albertは罪と悲嘆のうちに死に、悲痛のうちにLu-
dolphの怒りは極限に達し精神不安定になる。Ludolphは妄想の中でAuran-
theの歩く姿を想像して、たった今まで「絶世の美女」と讃えたのに、「あの
女は詐欺師だ」と言い、Aurantheの自殺を知るとLudolphも悲嘆のあまり死
ぬ。
この悲劇には多くのShakespeareの影響があることはしばしば指摘されるこ
とである。まずBrownの着想により全体５幕からなり無韻詩で書かれている
こともShakespeare悲劇に準じたものであるが、さらに細部において、人物、
用語、情景、イメージなどもShakespeare劇から得たものが多く見られる。
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FinneyはShakespeareの１７作品から４０語句を借用していると数えている
（２.６６６）。まず第１幕の幕開けの戦争終結とその勝利に酔った中でConrad公爵
の１行目の台詞 “So, I am safe emerged from these broils”はBeaudry（１８１）
によればHenry !（part１）における王の最初の台詞を思わせる。
So shaken as we are, so wan with care,
Find we a time for frighted peace to pant,
And breathe short－winded accents of new broils. １９
確かに口調や用語に類似が見られ、Caroline SpurgeonもKeatsが読んだHenry
!には印がつけられていることを指摘しているから、２０ Brownの書き渡した原
稿にKeatsの言葉遣いが取り入れられたものであろう。
さらにこの幕開けの場面は劇の進行は全く異なるが、Much Ado About Noth-
ingの幕開けに通じるものがある。この喜劇においてもやはり戦争の終結と勝
利の中でClaudioはそれまで戦いのことしか考えていなかったのに恋に関心を
向け、Heroを愛するようになる。これに対してOthoではこの勝利は権力欲、
愛欲、悪事の増幅へと進展するが、このスタートの背景は共通し、Brown
とKeatsはShakespeareの場面からヒントを得たと思われる。
同じようにMuch AdoにおいてHeroを弁護する場面がOthoのクライマック
スで修道院長がErminiaの無実を訴える場面にも再現される。
The ignominy of that whispered tale
About a midnight gallant, seen to climb
A window to her chamber neighboured near,
I will from her turn off and put the load
On the right shoulders. ２１
修道院長はAurantheがErminiaの淫らな行為を証拠付けるために、彼女の寝
室にはしごをかけておいた企みを暴露する。これはMuch AdoのFriarがHero
を弁護する時の台詞（４.１.９０－９２）から得たものである。
Otho全体ではMacbethの影響が最も顕著にみられる。Beaudryは１８１９年夏
KeatsはMacbethを心にとどめていたと述べ、主人公Ludolphの言動にはMac-
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bethからヒントを得ていると思われるものが多いことを指摘している（１８９）。
特にKeats自身の考えで執筆を進めた第５幕ではその例が多く、中でも有名な
場面でAlbertの死後、取り乱したLudolphが退場してから士官たちがその恐ろ
しい事件を語り合う場面がある。
Was ever such a night?
What horrors more ?
Things unbelieved one hour, so strange they are,
The next hour stamps with credit.（５.３.１－３）
この場面はAllottもMacbethの第２幕４場においてDuncanの殺害が見出され
た場面の投影であることを認めている（６０３f）。
もうひとつMacbethから得た明らかな語句はLudolphがAurantheの欺瞞を
確信し、Otho, Erminiaや修道院長を前にして自分は美しい妻のために狂った
謀反人であることを吐露する時に使う言葉である。
So she, a scorpion, preys upon my brain!
I feel her gnawing here! Let her but vanish.（５.５.１５８－５９）
これはMacbethの “O, full of scorpion is my mind, dear wife”（３.２.３６）を
写したものである。
このあと更に大団円でLudolphが激怒の中で妄想に駆られ、空中に剣をみて、
それによってAurantheのところへと導かれるが、これもMacbethに通じる場
面である。
I see it― I see it―I have been wandering!
Half－mad―not right here―I forgot my purpose.
Bestir, bestir, Auranthe ! Ha ! Ha ! Ha!
Youngster! Page! go bid them drag her to me!
Obey! This shall finish it!（５.５１７６－８０）
FinneyはKeatsが第５幕を執筆して数日後にJohn Taylor宛の手紙の中に類似
の情景を書いていることに注目して、明らかに上の激怒のLudolphはMacbeth
と重なることを説明している（６６４）。
桃山学院大学人間科学 No. 36
－４４－
If you were to walk leisurely through an unwholesome path in the
fens, with a little horror of them you would be sure to have your
ague. But let macbeth cross the same path, with the dagger in the
air leading him on, and he would never have an ague or any thing
like it.（Letters ２.１５６－５７）
用語においても人物の描写においても第５幕が最もShakespeareからの借用
が多いのは、これがKeatsひとりの創作である事情からみて当然のなりゆきで
ある。この事情はさらにKeatsの個人的事情をも反映することになる。彼が
Othoを書いている頃、ちょうどFanny Brawneに対して熱烈な恋情を抱いて
いた時期である。現存するFannyへの手紙の一番早い日付は１８１９年７月１日で、
ちょうどOtho執筆開始の時期であり、いかに彼女を愛しているか述べ、彼女
の美しさを讃える気持は “a swooning admiration of your Beauty”（Letters
２.１３３）と表現している。このような彼のFannyに対して抱く熱情的な愛をLu-
dolphがAurantheに対して抱いた愛に反映させていると思われる。この心酔
ぶりはひいては嫉妬心をももたらすことになる。Motionによれば（４１６）、
FannyからKeatsに宛てた手紙は残っていないが、Keatsから彼女に宛てた手
紙から彼女がどのようなことを書き、それに対してKeatsがいかに嫉妬心を抱
いたかを推定することができる。おそらく彼女は夜遅くまでダンスに行った
りして、その華やかな行動を手紙に書いたのだろう。Keatsはこの頃次のよう
に自分の気持を伝えている。
I am too vehement, then fancy me on my knees, especially when I
mention a part of your Letter which hurt me; you say speaking of Mr.
Severn “but you must be satisfied in knowing that I admired you much
more than your friend.”（Letters ２.１３２－３３）
Keatsはあまりにも激しい情熱のため創作に集中できないことや、彼女のこ
とを考えないようにしていることを述べて、Othoの執筆とFannyへの情熱の
バランスをとるのに苦労していることを手紙の中で認めている。
I leave this minute a scene in our Tragedy and see you…through the
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mist of Plots speeches, counterplots and counter speeches―The Lover
is madder than I am. …strive not to think of you―but when I have
succeeded in doing so all day and as far as midnight, you return as
soon as this artificial excitement goes off more severely from the fe-
ver I am left in―（Letters ２.１３７）
この動揺する自分をLudolphの中に投影しているが、さらに数日後の手紙に
は彼女への愛の束縛と創作のための束縛を重ねて書き記している。
I have been in the Claws, like a Serpent in an Eagle’s, of the last act
of our Tragedy…I must remain some days in a Mist―I see you through
a Mist:…The thousand images I have had pass through my brain―my
uneasy spirits―my unguess’d fate―all sp[r]ead as a veil between me
and you.（Letters ２.１４０）
これより前のFanny宛の手紙でも “mist”のイメージを用いたが、同じイメー
ジを再び用いて、さらにはそれを “veil”のイメージへと発展させている。上
の引用文の数行後には一段と激しい嫉妬心とそれでいて抗しがたい創作欲と
金銭の欠乏を綴って（Letters２.１４１）、苦しい感情の中で劇作は続けられたこ
とを伝えている。MotionはFannyへの感情の中に浸りながらOthoを書き進め
たことが失敗につながっているとさえ言っている（４２２）。
こうした状況のもとFannyの外観はAurantheの外観の描写に写されている。
GittingsはLudolphから見た不実の妻はかなり正確にFannyの姿を描いたもの
だと述べている（３３３）。Allottも同様に２人の女性の描写が共通するものであ
ることを指摘している（６０９f）。一例として、第５幕でLudolphが述べるAu-
rantheの姿は、
As for the third,
Deep blue eyes, semi－shaded in white lids,
Finished with lashes fine for more soft shade,
Completed by her twin－arched ebon brows;
White temples of exactest elegance,
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Of even mould, felicitous and smooth;
Cheeks fashioned tenderly on either side,
So perfect, so divine that our poor eyes
Are dazzled with the sweet proportioning,
And wonder that ’tis so―the magic chance!
Her nostrils, small, fragrant, fairly－delicate;
Her lips―I swear no human bones e’er wore
So taking a disguise. You shall behold her!
We’ll have her presently; aye, you shall see her,
And wonder at her, friends, she is so fair―
She is the world’s chief jewel, and by heaven
She’s mine by right of marriage!（５.５.５８－７４）
この外観の描写はKeatsがFannyに初めて出会って間もない頃 George and
Georgiana Keatsに宛てた手紙の中でFannyの容貌を記した文とよく似ている。
She is about my height―with a fine style of countenance of the
lengthen’d sort―she wants sentiment in every feature―she manages
to make her hair look well―her nostrils are fine―though a little pain-
ful―he[r] mouth is bad and good―he[r] Profil is better than her full－
face which indeed is not full put[but] pale and thin without showing
any bone―Her shape is very graceful and so are her movements―her
Arms are good her hands badish―her feet tolerable…but she is igno-
rant―monstrous in her behaviour flying out in all directions.
（Letters ２.１３）
Keatsは身体を丹念に観察する癖があったが、その詳細な観察眼はここにも見
られ、口、眼、鼻、髪、手、足とひとつひとつ叙述し、そして全体のふるま
いは「怪物のようだ」と締めくくる。この描写は先の引用のAurantheの描写
と共通するものである。AurantheもFannyも魅力的ではあるがあまり知的な
雰囲気はない。彼はFannyを情熱的に愛したが、知り合って間もない頃でもあ
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り、理解は表面的なようだ。同様にAurantheも迫力ある女主人公だが、登場
人物としての性格はあまり深く掘り下げられてはいない。恋人としてのKeats
は自らをLudolphと重ねている。Aileen Wardは “as he went on, Keats
poured more and more of himself into the character. Many of Ludolph’s
speeches echo phrases of letters describing his own feelings that summer.”２２
これほどにKeatsの感情に基づいて創作された第５幕は当然初めの４幕とは
ギャップがある。Sloteはこの共同作によるギャップを詳細に検討している
（１０９－１１０）。４幕まで中心人物であったOthoの影は薄くなり、彼とConrad，
Gersa， AurantheやLudolphとの関係もあまり重要でなくなり、もっぱらLu-
dolphの不義の妻への愛と嫉妬に焦点が合わされる。Ludolphは第３幕のクラ
イマックスでは台詞も多く、その役割も意味が大きくなるが、彼の感情が中
心になるのは最終幕になってからである。ここでは彼は瞑想的な台詞で自分
の行動を述べ、ついには妄想に駆られ空中に剣を見、理性をなくすに至る。
Finneyは “Ludolph…is individual in the highest degree”（２.６６４）とKeats
の人物の創造を讃えている。ただ、初めの２幕でConradとAurantheはずっと
大切な人物であったにもかかわらずその企みの悪徳性は最後には生きてこな
い。つまり前半部分の企みが有効に働かず、大団円の動力になっていないと
いう弱点はある。
Sloteはもうひとつのギャップとして、前半部分の人物の行動の欠如を挙げ
ている（１１０）。登場人物は皆長い台詞を吐くが、行動はしない。第２幕でEr-
miniaがハンガリーのキャンプに登場してAlbertに彼女とAurantheの真実を
理解させようと努めるが、行動は何もしない。第３幕で事実が暴露されてAu-
rantheは気絶するが、人物はすべて静止状態である。第５幕になってから急
に動作が多くなり、ConradとAurantheはAlbertを追跡し、またLudolphは彼
ら３人を追う。舞台の上で争いも生じる。ここに至って多くの行動と妄想と
思索的な台詞がバランス良く配されるが、前半部分とは不揃いの感じだと批
判している。
このように劇作家としてのKeatsの第１作は種々な事情を含んで誕生した。
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Otho製作の第１の理由は金銭の必要であり、このためBrownが共同製作を申
し出て、Keatsが同意したのである。２人はそれまでにも何度か詩や手紙を合
作していたので、これは自然な成り行きであった。またBeaumontとFletcher
の共同の劇作もKeatsにはなじみのあるもので、この共同作業を促したものと
考えられる。しかしながら合作ゆえの欠点も生じさせた。何よりも明らかな
のは、第４幕までと最終幕にはギャップがあり、登場人物の間の関係も不十
分なところがある。またKeatsひとりの考えで進めた第５幕では、恋人への思
いを作品に多く投影し、恋するKeatsは恋人に狂ったLudolphとなっている。
Othoのあと数日後にはKeatsが次の劇作King Stephenにとりかかっているこ
と、 “Lamia”や２つの “Hyperion”や “The Eve of St. Agnes”などの傑作を
生み出したKeatsの最も円熟した時期に執筆していることなどを考え合わせる
と、劇作家としてのKeatsの有意義な第一歩と言える。
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